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廿日市市立平良小学校

評価項目

指　　標

７５％未満
１５%

国語：11.9%
算数：17.4%
平均：14.6%

国語：12.1%
算数：19.1%
平均：15.6%

B

８５％以上
６０%

国語：74.5%
算数：65.1%
平均：69.8%

国語：72.2%
算数：65.5%
平均：68.8%

A

【主体性】
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取
り組む児童の割合
①全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙：６
年生対象
②児童アンケート：全学年対象

85% ①88.3 ％
②88.7％

①  -
②90.1％

A

〇85％の目標値を②5.1ポイント上回り、中間結果からさらに上回った。
・【教職員アンケート】児童が、自分の考えをもったり進んで学習に取り組んだりするような指導
や授業の工夫をしている。(90.4%→87.5%)
・前期よりも児童は自ら考え取り組んでいる自覚をもって学習に取り組んでいる。
・後期は学校全体で研究に取り組んだこともあり、教員が教材研究や授業構成の工夫、安心し
て学べる学級づくりを積極的に行った成果が出たと考えられる。

・中間結果に引き続き、校内の研究の視点に合わ
せながら学び方や課題を選択できる場面を設定し
たり、協働的に考えを深める中で、主体性を引き
出し、達成感を味わえるようにしたりする。
・教員同士が授業を見合う機会を設定し、主体的
に取り組むための工夫について学べるようにす
る。

【課題の設定・自己調整】
①「問いを立てながら学習に取り組むことができ
た。」と答えた児童の割合

②「自分の学びを振り返りながら考えを深めること
ができた。」と答えた児童の割合

85% ①77％
②78.1％

①84.2％
②85.1％

B

〇85％の目標値にわずかに満たなかったが、中間結果からは伸びている。
・【教職員アンケート】児童が問いを立てたり、自己の学びを振り返る学習場面を設定したりして
いる。(肯定的評価81％→87.5％）
・児童自ら問いを立て、主体的に解決しながら学びに向かえるように、社会科を中心に問いを
重視した単元計画を立て、取り組んできたことが成果として表れたと考えられる。
・研究に関わる児童アンケート結果からは、社会科用語を活用して自分の考えをまとめたり、自
分の学びを振り返って学びの深まりを実感したりすることに課題があると考える。

・来年度に向けて、引き続き「問いを重視した単
元計画の工夫」を研究の視点として挙げ、探究的
な学びへの取組を推進する。
・振り返りの視点をそろえたり、振り返りを積み
上げたりして自分の学びを客観的に把握させるこ
とにより、児童自身が課題や成長を感じ、学びに
つなげていけるようにする。

自分の考えをもち、説
明する力が身に付いて
いる。
【小・中学校共通項目】

対話を通して、児童が他者と
協働しながら学びを深めるよう
な授業改善を推進する。

【協働的な学び】
「友達との話合いで、よりよい考えに気付くことが
できた。」と答えた児童の割合

85% 82.2% 93.5% A

〇85％の目標値を8.6ポイント上回った。
・対話タイムや授業で対話の時間を設定し、対話する楽しさを味わわせたり、聞き合うことで新
たな気付きを得たりする機会をもつように取り組んできた。【教職員アンケート】児童同士に話合
いをさせ、多様な視点や考え方の広がりを実感できるようにしている。(90.5%→91.6%)
・対話を推進するためには、「安心して対話できる学級経営」が土台であることを全体で確認
し、まずは、相手の話を反応しながら受容的に聞けるように、反応の仕方の型を示したり、目指
す対話の姿を児童を共有する時間（朝会）を設けたりした。
・児童が問いにこだわって追究する場面を適切に設けることで、「自分の考えを伝えたい」「友
だちの考えを聞きたい」など対話への意欲が生まれた。
・相手の発言を受け止めて反応したり、考えを交流したりすることはできるようになったが、新た
な考えを生み出すなど最適解や納得解を追究するような、対話の質的深まりには課題がある。

・来年度に向けて、「協働的に考えを深める学習
活動の工夫」を研究の視点として挙げる。特に、
安心して対話できる学級経営について重点化し、
話しやすい雰囲気の醸成に努める。
・対話による思考の深まりが促せるように、教師
の「児童の発言をつなぐ」「問い返しや切り返し
の質を上げる」など、引き続き教師のファシリ
テーターとしての力量を高める。
・引き続き、根拠や理由を明確にして考えを説明
させる指導に取り組む。

デジタルシティズンシップ教育
を推進する。

【デジタルの自律的有効活用について】
チャレンジウィズメディアの結果で「自分のチャレ
ンジレベルを３日間以上達成した。」と答えた児
童の割合

87% 87.1% 83.6% B

〇チャレンジウィズメディア週間で「自分のチャレンジレベルを3日間以上達成
した」と答えた児童は83.6％だった。
・チャレンジウィズメディア週間に保健委員会によるウィズメディアニュース
を放送することで、メディアとの上手な付き合い方の具体的な方法や長時間の
メディア利用が起こす影響を知る機会になったと考えられる。

○来年度チャレンジウィズメディアの実施に
向けて、保健委員会を中心に新しい啓発活動
のアイデアを出し合い推進することで、チャ
レンジウィズメディアに取り組むことへの意
欲を高めるとともに、規則正しい生活習慣を
送ることへ意欲も高める。

「評価」の項目については、「達成度」は「報告期の数値／目標値」である。「目標値」に対する「達成度」をA～Dで評価する。（A:100％　 B:80％以上　C:60％以上　D:60％未満　）

88.7%

85.9%

66.1%

87.4%

79.0%

B

B

○体力向上ステップアップカードの活用が今年２年目になり、児童も担任も意
識して取り組む割合が増えた。

○秋になり、外遊びをする児童が増え、意欲的に運動する姿が見られた。教員
も一緒に遊ぶ姿が見られた。
○運動会のない２学期に、どの学年も体育の授業に集中して取り組むことがで
きた。

【運動の能力に関する課題の把握】
「新体力テストの結果をもとに、自分の運動に関
する課題を見つけ、目標を持つことができた。」と
答えた児童の割合

【主体的に運動を行うこと】
「体育科の授業や大休憩・昼休憩などに進んで
運動することができた。」と答えた児童の割合

90%

85%

「貢献する」ことのよさや大切さ
を実感できるような活動や評価
を充実させる。

【貢献することによる自己有用感の向上】
「みんなの生活をよりよくするために進んで
行動することで、人の役に立っていると思
う。」と答えた児童の割合 85%

健
や
か
な
体

心身の健康
や安全な生活
に向けて、考
え行動する児
童の育成

危険を避け、安全に過
ごすための適切な判断
力が身に付いている。

心身の健康につながる
活動を実践している。

健
康
教
育

運動することへの意欲向上を
図る授業や活動を推進する。

○「自分のあいさつのレベルが向上している」と答えた児童の割合は82.4％で、目標
値を下回った。【教職員アンケート】児童が進んであいさつできるような指導や工夫
をしている。（91.6％）
・ペア学級での挨拶運動を通して、人数が増えることで活気が出た。
・あいさつ名人の取組を通して、自分の目標レベルを設定することで、今の自分の状
況や目指す姿を具体的に捉えることができる児童が増えた。振り返りで自己評価をす
ることに加え、生活委員会からの評価をもらうことにより、意欲向上に繋がってい
る。あいさつをしているのに自己評価が低い児童に対しては、肯定的な評価が継続し
て必要であると考えられる。

〇地域で児童は挨拶をよく
していると思う。
▲中学校の入学説明会での
児童の挨拶は、他校の児童
がいたのもあると思うが小
さかった。生徒指導主事が
やり直しをさせたら大きな
挨拶になった。中学校でも
挨拶は大切にしているが、
小中連携をしていきましょ
う。
〇特技発表会や身だしなみ
を整える呼びかけのポス
ターなど、児童運営員会の
活動がよい。

・あいさつ名人の振り返りを行い、あいさつ
に対する意識向上を目指す。
・望ましい挨拶ができた児童を選出し、生活
委員会からの放送で表彰をしていく。学級全
体でもあいさつを頑張っている児童に肯定的
評価をしていく。

89.1%

○児童が自分の体力テストの結果から，運動
課題を見つけていくというカードの活用につ
いて今後はより効果が出るような取り組みを
引き続き模索し広げたい。
○昨年度に続き，委員会活動によるクラス対
抗スポーツ大会や，休憩時間に体育館を利用
しての遊びを実施し、運動に親しむ児童が増
えている。

A

○「みんなの生活をよりよくするために進んで行動することで、人の役に立っ
ていると思う。」と答えた児童の割合は89.1％で、目標値を上回った。【教職
員アンケート】学校生活をよりよくするための話合いや活動の場を工夫してい
る。（91.7％）
・委員会朝会を行うことで、各委員会が全校に伝えたいことを伝えることがで
きたり、みんなで取り組んだりすることができた。
・各学級での係活動も全体のことを考えて自主的に活動する姿が見られた。
・いろいろな場面で活躍している児童が多いが、自己有用感が高くない児童も
いるため、活動の場の更なる工夫が必要である。

・委員会や係の活動の幅を広げるために、ア
イデアを共有したり、評価の場面を増やした
りする。
・児童に自分たちで企画・運営する経験の場
を増やしていくことで達成感を感じさせる。
・活動内容を精選し、効果的な活動の場を工
夫する。

〇SNSの利用のしかた、
ルールなども、中学校区で
連携できたらよい。

【社会的な生活習慣の質的向上】
「自分のあいさつのレベルが向上している。」と答
えた児童の割合

85% 83.4% 82.4% B

豊
か
な
心

規範意識を向
上させ、友達
と高まり合う児
童の育成

基本的な生活習慣・学
習習慣が身に付いてい
る。

人のためになる活動を
することを通して自己
有用感が高まってい
る。
【小・中学校共通項目】

生
徒
指
導

礼儀や規律など、社会生活で
必要な生活習慣の質的向上を
図る取組を推進する。

コメント 改善方策

確
か
な
学
力

主体的に学
ぶ児童の育
成

学びに向かう意欲があ
り、基礎的な学力が定
着している。
【重点項目】

教
務
・
研
究

児童が自分の課題と向き合
い、見通しを持って学習に取り
組むような活動の充実を図る。

【基礎的な学力の定着】
学期ごとの全てのテストの平均値(国・算)におい
て、７５％未満の児童と８５％以上の児童の割合

〇75%未満は0.6ポイント目標値を上回り、85%以上は8.8ポイント目標値を上回った。中間結果
からは下がった。
【教職員アンケート】単元末テスト・標準学力調査等において、75%未満の児童を15%以下にす
ることを意識し、個に応じた手立てを考え、授業を行っている。(90.5%→91.7%)
・教員は１学期以上に学力の定着を目指して日々の授業に取り組んだことがうかがえる。学年
やクラスごとに家庭学習の工夫や反復学習、学び合いを生かした学習を取り入れ、学習の定
着を図った。
・国語科については成果が見られるが、算数科については、75%に満たない児童の割合が
17.4%→19.1%と目標値を下回っている。85%以上の児童は目標値を上回っていることから低位
の児童への支援に課題があることが分かる。その原因として、課題のある児童は家庭の協力が
得にくい場合が多く、家庭学習の成果が出にくいことや、教員の指導力に差があり、クラス間で
差が出ていることがあげられる。

〇点数はすでに十分なの
ではないか。もちろん高
ければ高い方がよいが。
〇対話を中心に取り組ん
だのは効果が出ている。
〇学校では、一生懸命取
り組んでおられる。人手
不足の中、先生たちも取
捨選択して、できる範囲
でがんばってもらえらば
よい。
◆算数の調査で低位の児
童に課題があるというこ
とだったが、中１でまさ
にその状態。基本的な算
数で躓いている生徒が理
科・算数でく苦しんでい
る。小中連携をして課題
解決につなげていけたら
よい。
◆アンケートなど自己評
価を中心に行われている
が、グループで評価など
もよいのではないか。
〇たまたまかもしれない
が、先生が一方的に説明
するような授業ではな
く、児童が活動する、子
供主体の授業ばかりで感
心した。

・標準学力調査の結果をもとに検証を行い、定着に課
題がある単元を把握する。その上で、３月をまとめの期
間として、各学年で学び残しがないように、１学期末に
学年で設定した必ず身に着けさせる力の確実な定着
を図る。
・組織的な学力向上のために、来年度に向けて、学校
全体で基礎基本の定着のために取り組めることについ
て話し合い、教務部を中心に推進していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度　学校評価自己評価表【最終】

中期経営目標 短期経営目標 分掌 目標達成のための方策 目標値 中間 最終 評価 結果と課題の分析


